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章
南
中
ボ
■
卜
事
故
受
け
校
外
学
習
の
指
導
文
書

里
ニ

豊
橋
市
教
育
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど

「校
外
学
習

（行
事
）
の
安
全
管
理
体
制
の
整
備
に
向
け
て
」

と
題
し
た
文
書

バ
一
４‐‐
判
２２
琴
）
を
ま‐
と
な
た
一
昨
年
６
月
に
同
市
章
南
中
学
校
が
校
外
学
習
中
に

Λ
殊
嗜奉離
」肇徹
製
鰐
童
腰
菱
部
詳
野
鰺
部

・
・安
全
倭
ξ

Ｒ

‐を特
―ヽたで
る
そ
堰

一
」
と
し
て
、
ふ
れ
な
か
っ
た
ｏ
　
（音同石
日自良
）

諫
兒
髯
六
奪」「てと凩
良
狡
蝙

橋市教委

い
、

（
不
安
が
あ
れ
ば
）

協
議
す
べ
き
」
と
記
し

た
。全

体
と
し
て
生
徒
の
安

全
管
理
を
三
ケ
日
青
年
の

家
に
委
ね
す
ぎ
て
い
た
点

も
反
省
。
カ
ッ
タ
ー
訓
練

を
前
に
乗
船
名
簿
を
つ
く

ら
な
か
っ
た
点
に
ふ
れ
、

の
提
出
は
求
め
ら
れ
て
い

な
か

，
一た

」
な
ど
‘
一
貴

任
を
青
年
の
家
に
求
め
る

記
述
も
あ
り
、
全
体
と
し

て
「
身
内
を
か
ば

，
て
、

お
茶
を
濁
し
た
」
と
い
わ

れ
か
ね
な
い
内
容
も
散
見

さ
れ
る
。

´
同
文
書
は
同
市
教
委
学

校
教
育
課
の
Ｈ
Ｐ
で
み
る

こ
と
が
で
き
る
。一
一

一



校
外
学
習
安
全
確
保

豊
橋
市
が
指
針
発
表

■
卜事故琴

下
見
の
検
証
な
し

浜
名
湖
で
昨
年
６
月
、
自
然

体
験
学
習
中
の
豊
橋
市
の
女
子

中
学
１
年
生
が
亡
く
な
っ
た
ボ

ー
ト
転
覆
事
故
を
受
け
て
、
同

市
教
育
委
員
会
は
７
日
、
校
外

学
習
の
安
全
確
保
の
指
針
を
発

表
し
た
。
昨
年
１１
月
の
市
議
会

に
提
出
し
た
原
案
か
ら
改
善
は

見
ら
れ
た
が
、
学
校
の
下
見
に

つ
い
て
は
詳
細
な
記
述
が
な
い

ま
ま
の
内
容
だ
。

指
針
は

「
校
外
学
習

（
行

事
）
の
安
全
管
理
体
制
の
整
備

に
向
け
て
―
豊
橋
市
立
章
南
中

学
校
カ
ッ
タ
ー
ボ
ー
ト
堅
覆
事

故
を
教
訓
と
し
て
―
」

（
Ａ
４

判
２２
弯
）
“
同
教
委
は
市
内
７４

の
小
中
学
校
に
配
布
し
、
今
年

度
の
校
外
学
習
か
ら
活
用
す
る

よ
う
指
示
し
た
。

昨
年
１１
月
に
市
議
会
に
示
し

た
原
案
に
比
べ
、
転
覆
事
故
の

「事
実
確
認
」
の
項
目
は
時
系

列
に
天
候
、
風
速
を
記
し
た
表

が
加
わ
り
、
詳
細
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
事
実
確
認
を
基

に
し
た

「今
後
配
慮
す
べ
き
事

項
」
に
下
見
の
重
要
性
を
加
え

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女

子
生
徒
の
通

っ
て
い
た
章
南
中
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の
下
見
の
検
証
は
な
か
つ
た
。

小
出
志
郎
市
教
育
会
館
長
は

取
材
に

「県
の
施
設
で
、
プ
ロ

で
あ
る
相
手
の
言
う
こ
と
を
無

条
件
に
受
け
入
れ
た
「
章
南
中

は
突

っ
込
ん
だ
下
見
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
」
と
認
め
る

一
方

で
ヽ
教
訓
と
な
る
は
ず
の
下
見

の
際
の
施
設
と
の
や
り
と
り
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
に
記
載
す

る
予
定
は
な
い
と
し
て
い
る
。

′

市
教
委
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

指
針
を
掲
載
す
る
方
針

で
ヽ

「市
民
か
ら
広
く
意
見
を
い
た

だ
き
、
改
善
し
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る
。

（
山
田
雄
介
）

各一一』嶼̈』』耐」に一倒〕
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一̈。定青一・ての中」「罐蜃儡

細
に
記
述
し
た
う
ぇ
で
、

「今

後
配
慮
す
べ

‐き
事
項
」
と
し
て

「あ
ら
ゅ
る
危
険
予
測
を
し
た

う
だ
０
施
設
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

決
定
す
る
■

「場
合
に
よ
つ
て

は
当
該
施
設
で
の
実
施
を
取
り

や
め
る
」
な
ど
の
教
訓
を
掲
載

し
て
い
る
。
市
教
委
で
は
、
市

内
の
小
中
学
校
に
冊
子
を
理

布
。
ま
た
８
日
午

前
９
時
か

ら
市
教
委
学
校
教
育

課
の
沐

１
ム
ペ
ー
ジ
に
内
容
を

掲
載

す
る
。
　

一

小
出
志
郎
教
育
会
館
長
は

名
ど
う
し
で
事
故
が
起
き
、
ど^

う
，

打
ば
よ
か
っ
た
の
か
を
読

み
取
り
ヽ
校
外
学
習
を
行
う
際

の
指
針
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
「

一　

　

　

・

故
を
受
け
、
豊
橋
市
は
七

日
、
市
内
小
中
学
校
が
野

外
教
育
活
動
を
す
る
際
の

指
針
を
ま
と
め
た
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
八
日
に

公
開
す
る
。

指
針
は
昨
年
十

一
月
二

十
四
日
に
発
表
し
た
指
針

の
改
訂
版
で
Ａ
４
判
、
二

十
二
ギ
。
事
故
の
反
省
か

ら
、
事
故
発
生
時

に
備

え
、
児
童
の
安
否
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
名
簿
を
管

理
し
て
お
く
▽
学
校
が
天

候
の
情
報
を
独
自
に
集
め

る

▽
野
外
教
育
を
行
う

際
、
現
地
の
警
察
や
病
院

嵐 乗 ル

櫂沐
ボ
ー
ト
転
覆
事
故
教
訓
に

豊
橋
市
教
育
委
員
会
は
７

日
、
小
中
学
校
が
校
外
学
習
を

を
作
成
し
た
。

「
豊
橋
市
立
章

南
中
学
校
カ
ッ
タ
ー
ボ
ト
朴
転

覆
事
故
を
教
訓
と
し
て
」
の
副

題
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
事
故

の
検
証
結
果
か
ち
教
訓
を
引
き

出
す
内
容
と
な

っ
て
い
る
「

昨
年
↑
月
に
静
岡
県
の
浜
名

湖
で
起
き
た
ボ
ト
ト
事
故
で

は
、
当
時
１
年
生
の
西
野
花
菜

さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。事
故
後
、

市
教
委
は
プ
ロ
ジ

ェ
タ
■
チ
ー

ム
を
つ
ぐ
り
、
同
校
の
教
員
や

訓
練
を
行

っ
た
三
ヶ
日
青
年
の

家

（浜
松
市
）
の
職
員
ら
か
ら

一
聞
き
取
り
を
実
施
。
フ」
の
結
果
、 伝

え
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
、
学

校
が
乗
船
者
名
簿
提
出
の
準
備

を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ

た
０
　
　
一

指
針
で
は
い
調
査
結
果
を
詳

・
浜
松
市
の
浜
名
湖
で
昨

年
六
月
、
野
外
教
育
活
動

中
の
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
、

豊
橋
市
章
南
中
学
校

一
年

の
西
野
花
菜
さ
ん
――
当
時

全
↓
＝
が
亡
く
な
っ
た
事

＆
ヽ
葺

サ
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を
あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る

―
な
ど
と
し
て
い
る
。

花
菜
さ
ん
の
父
親
の
友

章
さ
ん
金

し
は
、
取
材
に

甥
鶴
麟
猾
緊

故
に
向
き
合
っ
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。
市
民
の
意

見
を
参
考
に
さ
ら
に
改
訂

れ
７

ほ
し
ぃ
」
之
話
し

一

天
候
の
情
報
収
集
を

野
外
教
育
指
針
を
改
訂

豊橋市


